




抄録：本稿の課題は，「持続可能で包容的な地域づくり教育 Education for Sustainable and Inclusive 
Communities, ESIC」の視点から，本学の共同研究「ENgeki In Workshop and Activities, ENIWA（恵
庭）学」推進のために，地域文化活動における「創発を含む創造性」の意義と役割について考察する
ところにある．




























　後論のために，あらかじめ ESIC の枠組み，すなわち「学習ネットワーク」を基盤とした 6 つの
































である人間に固有な「想像し創造する to imagine and create 権利」を位置付けていた．この宣言にも
とづく取り組みをふまえて，国連 21 世紀教育国際委員会報告『学習：秘められた宝』（1996 年）は，
それまでの（1）知ること，（2）なすことに加えて，（3）人間存在として生きること to be と（4）と










域からのグローカルな実践，それが ESIC に他ならない（鈴木 2020a）．
　ところで安倍前政権の主要国内政策の一つが，深刻化する地域格差拡大と地域社会崩壊の危機に対
応する「地域創生」であった．とくに東日本大震災後の「我が国を取り巻く危機的状況」に対応す





い手」育成が課題とされている．ここに，SDGs に応える「持続可能な発展のための教育 Education 
for Sustainable Development, ESD」が位置付けられているかに見える．

















































ニズムや実践論については述べられていない．本稿の〈図− 1〉で示した ESIC は，まさにその点に
関わるものである．




それはフィールドワークの手法であり，旧来の研究方法である演繹法 deduction と帰納法 induction
を超える「発想法 abduction」で，書斎科学や実験科学とは異なる野外科学の方法として提起された（川




1984 年の「あとがき」で KJ 法を再整理しているが，注目されるのは次の点である．
− 33 −
　第 1 に，この間に「有の哲学」= デカルト的西欧思想の限界が明らかになり，「無の哲学」の文化
圏が世界の先頭に立ちつつある中で（この点，ベルク／川勝 2019 などをふまえた，現段階的再検討
が必要であるが），「実態把握力」を基盤に総合的現状把握をし「協調をもたらす創造性」に応えるべ



























造性」は，abduction を促進する KJ 法の論理を超えている．その「実践行為」の意味は，地域調査・
研究を一環とする「地域づくり教育（ESIC）」（〈図− 1〉）全体の中で捉え返してみる必要がある．










　このように見てくると，abduction の実践を推進する KJ 法の視点を再検討することが必要とな
る．たとえば，批判的実在論の立場に立った社会科学方法論においては，説明的研究の諸段階とし
て，既述 description →分析的分解 analytical resolution →理論的再記述 abduction →リトロダクショ






























































否定 Negation，2 拡張 Expansion，3 収斂 Convergence，4 転移 Transformation，5 創発 Emergence）
理論だとし，abduction は「異なるものを同じと見なす」思考として 4（転移）に含めた上で，川喜
田の W モデルを NECTE 理論に対応させ，「その柔軟さに，創造性が発揮される本質がある」とし
ている（村瀬 2020：42,182,302）．「自己・非自己循環原理」は，人格と社会構造の関係論理（自己
包括的 = フラクタルな関係を含む）の展開でもある（鈴木 2020b）．NECTE 理論を ESIC の各実践
領域①〜⑥に重ね合わせてみれば，NECTE の 1 は ESIC の①，2 は②（非自己から）および③（自




























重視されるようになってきた．既述のように，日本の第 2 期（2013 〜 2017 年度）および第 3 期（2018
〜 2022 年度）の「教育振興基本計画」では「今後の社会の方向性」として「自立・協働・創造」の「生
涯学習社会」の構築が打ち出されている．最近では，イノベーションによる生産性向上を生み出すよ
















































する（第 5 章）．そして，「海」= 基層文化としての民衆芸術による「美と善の根底的関係の回復」か
− 38 −



























しての演劇は多様な協力・協働関係で成り立っており（スタッフ 6 人，事務局非常勤 14 名，ボランティ
ア約 130 人），地域内外を視野に入れた「まちづくりアートマネージャー」としての活動も重要であ
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“Creativity with Emergence” in Community Cultural Activities:
For the “ENIWA Study”
SUZUKI Toshimasa
Abstract:  The Article considers the meaning and roll of “Creativity with Emergence” in Community Cultural 
Activities to promote the cooperative project in Hokkaido Bunkyo University, “ENgeki (drama) In Workshop 
and Activities, ENIWA Study”, from the viewpoint of “Education for Sustainable and Inclusive Communities, 
ESIC”.
  Section 2 evaluates the activities of ENIWA Study in the constellation of six practical domains of ESIC. 
Section 3 proposes the theoretical and practical agenda to develop ‘KJ Method’, which we have chosen as the 
method of researching the community, toward the education for creating the communities. Section 4 discusses 
the meaning  of learnings in the community development through cultural activities. Section 5 picks up the 
challenge of “Creating the Homeland of Picture Book”, as the example of ESIC, by Kenbuchi-town in the 
prefecture of Hokkaido and investigates the actual conditions of “Creativity with Emergence”.
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